
小学校と中学校の子どもの継続的・効果的な交流

＜合同運動会＞ 

｢ふたばペア｣と呼ばれる異学 

年同士のペア学年や期別学年

を効果的に活用し、小中合同 

行事や交流活動等を継続 

的に実施している。 

＜ ＞

Ⅱ期から、中学校教員 

による一部教科担任制 

を実施。英語専科や英語 

指導補助員を活用して、小１ 

から英語活動を実施している。 

＜ ＞ ＜英語活動＞ 

教師の特性や専門性を生かした指導

＜体験学習＞ 

９年間を見通して、子ど 

たちの発達を考慮し、信

頼関係を基盤とした一貫  

のある指導を継続している。 

＜合同研修会＞ 

一貫した生徒指導、特別支援教育などの推進

＜高松みらい科＞

｢環境教育｣と｢キャリア教育｣

を２本柱として、地域の人材等 

を活用しながら、地域につ 

いての学習活動を多く取 

り入れている。 

＜生活科＞ 

子どもの発達段階を考えた、９年間及び小中の系統性をも

たせた学習指導内容と学習システムを工夫・実践してい 

  る。本学園独自に、各教科で、期別の「育てたい力」 

や到達目標を設定し、継続的・系統的に 

指導を実施している。 

地域に根ざした特色ある教育活動の積極的な展開

義務教育９年間を見通した学習活動




